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プラスの価値 ⇔ マイナスの価値 
生活の質 労 働 無為 
豊かさ 稼 得 窮乏 
快適さ 居 住 不潔 
健康や参加 身 体 疾病や依存 




















































中村 英三  現代の福祉ニーズと社会福祉政策 
































〈表 2〉代表的な 4つのニーズと対象者 
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動を社会福祉として捉えるのであれば、それらの
活動を主体とする機関やそこで活動するソーシャ
ルワーカーは、社会福祉の政策を制度としておし
つけられるものではない。 
すなわち一般社会サービスの福祉へのプロセス
がさらに現実となった場合、行政を中心とするの
ではなく、個々事業所や機関が主体（主導）とな
り、具体的な提案をしていくべきである。他領域
の視点が利己的なものとならないとする監査も必
要ではあるが、他領域の経験から制度の枠を超え
たサービスの出現はサービスのありかたをさらに
具体的にし、発展させていくのではないだろうか。 
 
 
注） 
１） 古川孝順[2008]『社会福祉研究の新地平』有
斐閣、5頁 
２）社会福祉士養成講座編集委員会 [2009]『現代
社会と福祉』中央法規出版、56頁 
３）就労支援：就労を希望する障害者につき、一
定期間にわたり、生産活動、職場体験その他
の活動の機会の提供その他の就労に必要な知
識及び能力の向上のために必要な訓練 
４）課徴金：国が司法権、行政権に基づいて国民
に賦課し徴収する金額の負担で租税以外のも
の。罰金、科料、負担金、使用料等がある。
財政法において、課徴金はすべて法律または
国会の議決に基づいて定めなければならない
とされている。 
５）古川孝順監修・社会福祉理論研究会編 [2012]
『社会福祉の理論と運営』筒井書房、42-45頁 
６）神野直彦・山本隆・山本惠子 [2011]『社会福
祉行財計画論』法律文化社、63-64頁 
７）地方税：地方公共団体の賦課する租税の総称。
税目、課税要件、賦課徴収手続等の一般的準
則を定める法律として地方税があり、これに
基づいて、各地方団体は条例によって、賦課
徴収の具体的な定めをしなければならない。 
８）古川孝順[2008]『社会福祉研究の新地平』有
斐閣、28頁 
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